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トピックス 地域貢献への取り組み

　琉球銀行は、平成18年6月、プライベートバンク世界最大手金融機関の日本現

地法人、ロンバー・オディエ・ダリエ・ヘンチ・ジャパンと顧客紹介や高度な金融

資産運用サービスに関する協業契約を締結しました。ロンバー・オディエ・ダリ

エ・ヘンチは、1796年にスイスで設立され、契約資産は約13兆円、15カ国に従業

員約1,700人を抱える世界最大級のプライベートバンクです。　　　

　今回の提携により、団塊世代や県内に移住する富裕層のお客さまの金融ニー

ズに対して、高度でグローバルなオーダーメード型の資産運用サービスを紹介

することが可能になりました。平成18年9月には、プライベートバンクの理解を

深める目的で、県内のファミリービジネス対象企業の皆さまとフランスで開催

されたファミリー・ビジネス・ネットワーク・サミットに参加しました。

　琉球銀行は、社会貢献活動も地域金融機関にとっての重要な役割と考え、各

地域での清掃活動や諸行事への参加、福祉や環境保全活動への助成など、さま

ざまな活動に取り組んでいます。

地域福祉への支援活動

　平成18年6月には、りゅうぎんユイマール助成会
（注）
から長雨災害による県内

被災者へ支援金を贈呈しました。7月には全営業店が警察署から子どもを犯罪

から守る「太陽の家」に指定されました。また、那覇市内の営業店近隣の道路管理・

美化について那覇市、国、県と「道路ボランティア協定」を締結しました。さらに、

公益信託契約代理店として、社会福祉活動に関わる法人および団体を助成する

「宇流麻（うるま）福祉基金」「源河朝明記念那覇市社会福祉基金」の運営にたず

さわっています。

芸術文化支援活動

　芸術・文化活動の支援としては、沖縄県内の若手工芸家の育成と伝統工芸で

ある紅型を広く紹介することを目的に、りゅうぎん紅型デザイン公募展を毎年

開催しています。今年は、応募された力作の中から、坂本友紀さんの「スーマンボー

スー」が大賞に選ばれ、琉球銀行の2007年カレンダーの図柄として採用される

ことになりました。「第15回記念特別賞」には、首里高校染色デザイン課3年生の

竹中亜沙美さんが選ばれました。また、地域への社会貢献と県内の若手芸術家

育成を目的に、平成10年より「りゅうぎんふれあいコンサート」を開催していま

す。これまで、クラッシックコンサート､組踊、オペラ、バレエなどの公演に、学生

や福祉施設の障害のある方など約7,000名を招待してきました。

（注）りゅうぎんユイマール助成会は、平成5年に琉球銀行の創立45周年を記念して設立した基金です。毎年、役職員に募金を募り、さらに募金と同額を銀行が
寄付することで基金を造成します。例えば、役職員から1,000万円の募金が集まった場合、銀行も1,000万円を拠出し、合計2,000万円を助成会の活動原資とする
仕組みです。りゅうぎんユイマール助成会では、地域の福祉活動や環境保全活動を継続的に支援しており、設立からの助成実績は、241件、1億354万円となりま
した。(平成18年11月30日現在)

県内初！世界最大級のプライベートバンク 
「ロンバー・オディエ・ダリエ・ヘンチ・ジャパン」と協業 

住宅ローンの窓口を東京に 
「りゅうぎん東京住宅ローンセンター」開設！ 
移住者向けの新住宅ローンを発売 

　琉球銀行は、平成18年7月、「りゅうぎん住宅ローンセンター」を東京支店内(東

京都千代田区神田多町)に開設しました。

　沖縄への移住ブームが続く中、これから定年を迎える団塊世代の皆さまなど

から、県内の住宅購入についてのお問い合わせが多いことを受け、移住予定者

の利便性向上を目的に設置したものです。

　また、東京住宅ローンセンター開設と合わせて、移住者対象の新住宅ローン「りゅ

うぎんセカンドステージローン」を発売しました。セカンドステージローンでは、

住民票を県外に残したままローンをお申し込みいただけるなど、移住者の皆さ

まが利用しやすいよう融資条件を見直しました。さらに、退職後のセカンドハ

ウス購入への対応も可能となっています。

社会貢献活動 

協業契約を結んだ琉銀の大城頭取（左）と
ロンバー社の村上社長

ロンバー本社前で丸三ランドリーの荷川取
取締役（左）、瑞泉酒造の佐久本専務（中央）、

琉球銀行高良部長（右）

東京住宅
ローンセンター

「太陽の家」委嘱状交付式

源河朝明福祉基金

紅型公募展贈呈式


